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12
月
定
例
会　

予
算
審
査
常
任
委
員
会
／
承
認
第
１
号

12
月
定
例
会　

予
算
審
査
常
任
委
員
会
／
承
認
第
１
号

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
を
先
行
給
付
へ

　

地
域
密
着
型
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
を
民
間

事
業
者
が
市
内
に
整
備
す
る
た

め
の
補
助
金
で
あ
り
、
財
源
は

県
交
付
金
。
公
募
で
決
定
し
た

整
備
事
業
者
の
提
案
で
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
９
床
を
併
設
の
た

め
補
助
金
を
増
額
す
る
。
施
設

の
完
成
時
期
は
令
和
５
年
１
月

の
見
込
み
で
あ
る
。

【
子
育
て
世
帯
臨
時

　
特
別
給
付
金
12
月
24
日
に

先
行
給
付
】

　
対
象
人
数
と
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

　

対
象
人
数
は
、
大
枠

で
２
万
３
５
４
人
。
12

月
13
日
に
個
別
通
知
を
発
送
、

12
月
24
日
に
中
学
生
等
で
児
童

手
当
の
受
給
者
に
先
行
給
付
と

し
て
振
り
込
み
の
予
定
で
あ
る
。

【
市
制
施
行
20
周
年
記
念
花
火

大
会
の
総
括
を
踏
ま
え
て
三
役

給
与
を
減
額
】

　
三
役
の
給
与
減
額
の

内
容
は
。

　

特
別
職
の
給
与
で
39

万
４
千
円
の
減
額
、
そ

れ
に
伴
う
地
域
手
当
で
１
万
９

千
円
を
減
額
す
る
。

【
小
中
学
校
普
通
教
室
に

大
型
モ
ニ
タ
ー
28
台
を
整
備
】

　
小
中
学
校
の
教
材
整

備
に
要
す
る
経
費
の
内

容
は
。　

小
学
校
19
台
、
中
学

校
９
台
の
計
28
台
の
大

型
モ
ニ
タ
ー
を
普
通
教
室
に
整

備
す
る
。
今
回
の
補
正
で
小
学

校
で
は
１
・
５
教
室
に
１
台
、

中
学
校
で
は
１
・
34
教
室
に
１

台
の
整
備
に
な
る
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

【
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請

２
回
目
以
降
省
略
へ
】

　
国
保
事
務
の
電
算
処

理
に
要
す
る
経
費
の
内

容
は
。　

高
額
療
養
費
の
支
給

に
際
し
償
還
払
い
の
場

合
は
毎
回
申
請
が
必
要
だ
が
、

国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
１
回
申
請

す
れ
ば
次
回
以
降
は
申
請
不
要

で
指
定
口
座
に
自
動
振
込
と
な

る
。

　

予
算
審
査
常
任
委
員
会
は
12

月
７
日
に
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

及
び
追
加
議
案
の
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
10
号
）
を
審
査
し
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
・
第
10
号
）

【
地
域
密
着
型
特
養
に

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
併
設
】

　
高
齢
者
福
祉
費
で
介

護
施
設
等
整
備
事
業
の

内
容
は
。

【
契
約
時
期
の
変
更
で
道
路
の

補
修
や
草
刈
に
適
時
対
応
】

　
道
路
等
の
補
修
・
草

刈
、
街
路
樹
管
理
、
公

園
管
理
の
業
務
委
託
で
、
債
務

負
担
行
為
補
正
の
内
容
は
。

　

こ
れ
ま
で
は
４
、５

月
に
契
約
手
続
き
を
し

て
業
務
は
６
月
以
降
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
間
に
草
が
伸
び
る

状
況
だ
っ
た
。
今
後
は
前
年
度

内
に
契
約
し
て
、
４
月
１
日
か

ら
年
度
末
ま
で
草
の
繁
茂
状
況

等
に
応
じ
た
適
切
な
管
理
を
委

託
す
る
。

【
承
認
第
１
号　

専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
こ
と
】

【
内
容
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目

接
種
に
要
す
る
関
連
経
費
を
早

急
に
予
算
措
置
す
る
必
要
が
生

じ
、
緊
急
を
要
し
た
た
め
一
般

会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
を

し
た
こ
と
を
報
告
し
、
承
認
を

求
め
る
。

（
一
般
会
計
補
正
予
算
第
８

号
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

８
２
５
２
万
５
千
円
を
追
加
す

る
。）　

報
償
費
に
お
け
る
医

師
、
看
護
師
、
介
護
士

等
の
人
数
は
。

　

医
師
は
２
人
分
、
看

護
師
は
８
人
分
、
薬
剤

師
は
２
人
分
を
そ
れ
ぞ
れ
35
日

間
で
計
上
し
た
。

　
接
種
場
所
と
時
間
枠

に
つ
い
て
伺
う
。

　

集
団
接
種
と
医
療
機

関
で
の
個
別
接
種
を
予

定
し
て
い
る
。
集
団
接
種
は
、

牧
の
原
モ
ア
で
引
き
続
き
行
い
、

接
種
時
間
は
積
算
上
、
現
状
の

時
間
枠
ど
お
り
で
あ
る
。

問

問

問

問

問問

答

答

答

答

答答問問 答答

【審査結果】

番　号 件　　　　　　　　　　名 結果

議案第10号 令和３年度印西市一般会計補正予算（第９号） 可決

議案第11号 令和３年度印西市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決

議案第20号 令和３年度印西市一般会計補正予算（第10号） 可決

教室でモニターに向かい合う小学生教室でモニターに向かい合う小学生

夏を前に雑草が大繁茂する緑道
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定例会は、11月29日から12月17日までの19日間、開催されました。
市長提出案件は議案20件、承認１件、報告２件、委員会提出議案は発委案１件で、
それぞれ慎重な審議が行われました。審議結果は、22ページに掲載しています。

12月
定例会 予算審査常任委員会
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質
問
者
一
覧個

人
質
問

我
が
市
政
を
問
う

一 般 質 問

個人質問
１.

２.

３.

４.

５.

６.

７.

８.

９.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

近藤 　瑞枝

松本 有利子

浅沼 美弥子

山田 喜代子

柿原 　健一

伊藤 　真一

松尾 　榮子

板橋 　　睦

増田 　葉子

金丸 　和史

軍司 　俊紀

小川 　利彦

稲葉 　　健

海老原 作一

梶原 　友雄

藤江 　研一

・・・・・・・・P５

・・・・・・・・P５

・・・・・・・・P６

・・・・・・・・P６

・・・・・・・・P７

・・・・・・・・P７

・・・・・・・・P８

・・・・・・・・P８

・・・・・・・・P９

・・・・・・・・P９

・・・・・・・・P10

・・・・・・・・P10

・・・・・・・・P11

・・・・・・・・P11

・・・・・・・・P12

・・・・・・・・P12

ライブ中継・録画中継を配信しています。
お知らせ

質
問
１　

主
食
用
米
か
ら
飼
料
用

米
へ
の
転
換
に
よ
る
補
助
金
は
、

い
つ
ま
で
継
続
さ
れ
る
か
。

環
境
経
済
部
長　

国
・
県
の
施
策

に
基
づ
き
、本
事
業
を
継
続
す
る
。

再
質
問　

非
常
に
厳
し
い
状
況
の

農
家
を
さ
ら
に
支
援
で
き
な
い
か
。

市
長　

市
独
自
の
農
業
者
支
援
金

を
給
付
す
る
た
め
、
令
和
４
年
度

当
初
予
算
に
計
上
予
定
で
あ
る
。

質
問
２　

令
和
２
年
に
要
望
書
を

提
出
し
て
い
る
牧
の
原
６
丁
目
地

域
へ
、
今
年
度
中
に
キ
ッ
ズ
・
ゾ 

ー
ン
を
設
置
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

健
康
子
ど
も
部
長　

早
急
に
設
置

で
き
る
よ
う
努
め
る
。

質
問
３　

内
閣
府
の
第
２
回
調
査

結
果
に
よ
る
と
、
県
内
で
は
木
更

津
市
・
習
志
野
市
・
君
津
市
に
続

き
野
田
市
・
流
山
市
・
富
津
市
・

多
古
町
で
も
学
校
ト
イ
レ
へ
の
生

理
用
品
設
置
を
始
め
た
。
ま
た
千

葉
県
は
、
県
立
学
校
62
校
で
モ
デ

ル
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
施

策
は
全
国
で
増
加
し
て
お
り
、
先

行
例
で
こ
れ
を
終
了
し
た
自
治
体

は
一
つ
も
無
い
。
生
活
必
需
品
で

あ
る
生
理
用
品
は
、
学
校
の
ト
イ

レ
に
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

実
施
自
治
体
の
状
況
を

把
握
し
な
が
ら
、
適
切
な
管
理
の

仕
方
を
考
え
て
い
く
。

再
質
問　

ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品 

の
設
置
と
併
せ
、「
困
っ
た
こ
と 

が
あ
れ
ば
保
健
室
に
行
っ
て
ね
。

保
健
室
の
先
生
に
相
談
し
て
ね
。」 

等
、
保
健
室
へ
誘
導
す
る
案
内
掲

示
を
提
案
す
る
。
ま
ず
は
モ
デ
ル

校
で
の
検
証
を
行
う
考
え
は
な
い

か
。

答
弁　

そ
れ
も
含
め
考
え
て
い
く
。

個人質問

近
藤 

瑞
枝
議
員

答
市
独
自
の
支
援
金
を
給
付
予
定
で
あ
る

質
問　

災
害
時
に
市
民
か
ら
災
害

情
報
を
受
け
付
け
る
際
、
電
話
対

応
だ
け
で
は
件
数
が
多
い
ほ
ど
職

員
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
ウ
ェ
ブ
で
の
受
付
体
制
整
備

に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
質
問
を
し
て

き
た
が
、
現
在
の
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

総
務
部
長　

現
在
作
成
し
て
い
る

防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
よ
り
、

市
民
か
ら
の
有
用
な
災
害
情
報
等

を
、
実
際
の
災
害
対
応
に
活
用
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

再
質
問　

防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
サ
イ

ト
か
。

答
弁　

防
災
、
災
害
情
報
に
特
化

し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
し
て
、
地

震
や
風
水
害
等
に
備
え
、
市
か
ら

発
信
さ
れ
る
情
報
や
防
災
関
係
機

関
が
発
信
す
る
情
報
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
情
報
な
ど
、
幅
広
い
情
報
を

一
元
的
に
集
約
し
、
市
民
に
わ
か

り
や
す
く
情
報
を
提
供
し
、
被
害

の
軽
減
と
防
災
意
識
の
高
揚
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

再
質
問　

市
民
か
ら
の
災
害
情
報

の
ウ
ェ
ブ
受
付
に
つ
い
て
、
サ
イ 

ト
作
成
中
の
今
な
ら
、
入
力
フ
ォ 

ー
マ
ッ
ト
を
工
夫
し
職
員
側
で
の

デ
ー
タ
取
得
時
点
で
デ
ー
タ
を
日

付
ご
と
場
所
ご
と
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ

ズ
す
る
仕
組
み
も
構
築
可
能
だ
。

サ
イ
ト
で
は
効
率
的
に
デ
ー
タ
活

用
が
で
き
る
仕
組
み
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

答
弁　

取
得
し
た
情
報
の
整
理
、

活
用
に
つ
い
て
は
、
職
員
が
迅
速

な
対
応
に
努
め
る
こ
と
で
運
用
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

個人質問

松
本 
有
利
子
議
員

答
防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
活
用
検
討
中

教育センター「緑のまきば」
女子トイレ洗面所に無償生理用品

問
コ
ロ
ナ
禍
の
農
家
に
救
済
措
置
を

問
災
害
情
報
の
ウ
ェ
ブ
受
付
体
制
整
備
を

現在の「災害に備えて」ページ

《一般質問とは》
議員が市政の方針や考え方を市長などに聞くものです。

　令和３年第４回定例会では、11月30日から12月３日に個
人質問が行われ、市政全般に対して活発な議論が展開されま
した。
　ここではその一部を掲載いたします。
　この掲載記事は、各議員本人が作成したものです。

12月
定例会
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個
人
質
問

個
人
質
問

お知らせ
議会だよりを「マチイロ」で！ 会議録がインターネットで閲覧できます。

お知らせ

質
問　

降
雨
量
激
増
に
伴
う
利
根

川
・
手
賀
川
・
印
旛
沼
氾
濫
の
危

機
を
想
定
し
特
定
エ
リ
ア
対
象
の

総
合
防
災
訓
練
を
企
画
実
施
す
べ

き
。
関
係
自
主
防
災
組
織
に
働
き

か
け
て
、
園
児
・
生
徒
を
含
む
避

難
を
分
以
内
で
完
了
す
る
た
め
の 

障
害
を
明
確
に
す
べ
き
。
特
に
、 

避
難
指
示
発
令（
警
戒
レ
ベ
ル
４
） 

時
の
緊
急
連
絡
と
し
て
サ
イ
レ
ン

の
採
用
を
試
み
た
り
、
園
児
・
学

童
・
災
害
時
要
援
護
者
を
誘
導
す

る
人
数
の
確
認
、
あ
る
い
は
避
難 

所
へ
の
移
動
経
路
や
時
間
の
確
認
、 

避
難
所
転
送
の
対
応
、
避
難
所
運

営
組
織
の
即
時
組
織
化
な
ど
の
総

合
避
難
訓
練
を
企
画
実
施
す
る
こ

と
が
可
能
か
伺
う
。

総
務
部
長　

利
根
川
・
手
賀
川
・

印
旛
沼
氾
濫
の
危
機
対
応
と
し
て

は
、
現
在
、
国
土
交
通
省
及
び
関

東
１
都
６
県
並
び
に
開
催
市
町
村

の
主
催
で
「
利
根
川
水
系
連
合
・

総
合
水
防
演
習
」
や
印
旛
地
区
水

防
管
理
団
体
連
合
会
の
主
催
に
よ

る
「
水
防
演
習
」
に
よ
り
、
広
域

的
な
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、
市

内
に
お
い
て
は
、
各
自
主
防
災
組

織
に
よ
る
防
災
訓
練
の
実
施
が
あ

る
。
ま
た
、
市
は
、
地
域
防
災
計

画
等
の
改
定
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
及
び
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
普
及

等
を
実
施
し
て
い
る
。
議
員
提
案

の
市
内
の
広
域
に
及
ぶ
水
害
訓
練

は
、
現
在
地
震
想
定
で
実
施
し
て

い
る
印
西
市
総
合
防
災
訓
練
を
、

浸
水
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
に
置

き
か
え
、
検
討
し
て
、
内
容
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

質
問
１　

牧
の
原
地
区
な
ど
人
口

増
の
地
域
が
あ
る
。
現
状
に
即
し

た
投
票
所
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

掲

示
板
設
置
の
改
善
や
、
投
票
し
や

す
い
環
境
整
備
を
検
討
す
る
。

質
問
２　

令
和
４
年
４
月
に
定
期

接
種
で
あ
る
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
勧
奨
が
再
開
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
接
種
率
の
推
移
は
。

健
康
子
ど
も
部
長　

開
始
当
初
の

学
年
で
は
７
割
を
超
え
て
い
た

が
、
平
成
25
年
６
月
、
積
極
的
接

種
勧
奨
が
中
止
と
な
り
平
成
28
年

度
は
１
・
１
％
（
最
低
）
で
あ
る
。

再
質
問　

接
種
機
会
を
逃
し
た
対

象
の
女
性
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答
弁　

平
成
９
年
４
月
２
日
生
ま

れ
か
ら
平
成
22
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
う
ち
、
３
回
の
接
種
を
完
了

し
て
い
な
い
約
５
２
０
０
人
が
救

済
対
象
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

再
質
問　

情
報
提
供
、
周
知
は
。

答
弁　

情
報
提
供
に
努
め
、
対
象

者
に
は
個
別
通
知
を
実
施
す
る
。

質
問
１　

特
定
疾
患
（
難
病)

見

舞
金
制
度
に
つ
い
て
、
支
給
要
件

は
月
２
回
の
通
院
だ
。
し
か
し
医

師
か
ら
の
指
示
で
月
１
回
の
通
院

の
患
者
も
い
る
。
現
状
に
あ
わ
せ

通
院
１
回
も
支
給
の
対
象
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

福
祉
部
長　

障
害
福
祉
に
係
る
経

費
が
増
加
し
て
い
て
難
し
い
。

質
問
２　

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
、

い
す
み
市
で
は
収
入
が
減
少
し
た

農
業
者
へ
独
自
支
援
を
し
て
い

る
。
市
と
し
て
支
援
の
考
え
は
。

市
長　

農
家
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
な
ど
農
家
を
取
り
ま
く
環
境

は
非
常
に
厳
し
い
。
市
と
し
て
令

和
４
年
度
早
々
に
市
独
自
の
支
援

金
を
給
付
し
た
い
。

質
問
３　

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
増
や

す
考
え
は
な
い
か
。

福
祉
部
長　

30
枚
を
支
給
し
て
い

る
が
20
枚
が
未
使
用
だ
。
利
用
者

の
声
に
耳
を
傾
け
て
い
く
。

質
問
４　

小
林
小
学
童
保
育
の
増

質
問
３　

令
和
４
年
４
月
か
ら
特

定
不
妊
治
療
が
保
険
適
用
と
な
り
、

市
独
自
助
成
分
の
財
源
が
浮
く
。

こ
れ
を
財
源
の
一
部
と
し
、
子
ど

も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
助
成
事
業
を
創
設
し
て
は
。

市
長　

県
内
の
子
ど
も
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成
状
況
を

鑑
み
な
が
ら
検
討
す
る
。

質
問
４　

空
き
地
の
雑
草
除
去
等

に
市
が
よ
り
関
与
で
き
る
条
例
を

制
定
し
て
は
ど
う
か
。

環
境
経
済
部
長　

条
例
制
定
の
有

効
性
は
十
分
に
あ
る
。
条
例
内
容
、

策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
検
討
す
る
。

設
を
早
急
に
行
う
べ
き
だ
。

健
康
子
ど
も
部
長　

早
期
に
開
設

出
来
る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

質
問
５　

北
総
鉄
道
運
賃
値
下
げ

に
つ
い
て
、
普
通
運
賃
の
値
下
げ

は
不
十
分
だ
。
今
後
の
計
画
は
。

企
画
財
政
部
長　

沿
線
地
域
活
性

化
の
た
め
北
総
鉄
道
（
株
）、千
葉

県
、
沿
線
自
治
体
と
連
携
、
協
力

す
る
。

質
問
６　

教
師
の
妊
娠
、
出
産
と

仕
事
の
両
立
が
出
来
て
い
る
か
。

教
育
長　

休
業
を
取
る
代
替
講
師

の
不
足
が
課
題
。
小
・
中
で
３
名

が
未
配
置
。
県
教
委
に
配
置
の
要

請
を
し
て
い
る
。

個人質問

柿
原 

健
一
議
員

問
洪
水
想
定
の
総
合
防
災
訓
練
に
つ
い
て

答
地
震
を
水
害
に
置
き
換
え
て
検
討
す
る

質
問
１　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、軽
減
制
度
が
あ
る
な
か
で
も
、

国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
を

滞
納
し
て
し
ま
う
市
民
も
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
現
在
の
滞
納
世
帯

数
を
伺
う
。

市
民
部
長　

10
月
末
時
点
で
２
３

６
４
世
帯
で
あ
る
。

再
質
問　

国
民
健
康
保
険
加
入

世
帯
全
体
の
1９
・
２
％
が
滞
納
し

て
い
る
状
態
な
の
だ
が
、
誰
で
も

払
え
る
国
保
税
を
実
現
す
る
た
め

に
、
中
小
企
業
が
加
入
し
て
い
る

「
協
会
け
ん
ぽ
」
並
み
に
引
き
下

げ
る
考
え
は
な
い
の
か
伺
う
。

答
弁　
「
協
会
け
ん
ぽ
」
と
は
仕

組
み
が
異
な
る
た
め
、
一
概
に
比

較
で
き
な
い
と
考
え
る
が
、
市
と

し
て
は
、
県
内
市
町
村
の
保
険
税

の
負
担
水
準
の
状
況
を
注
視
し
て

い
く
。

質
問
２　

災
害
時
の
避
難
所
で
の

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と
し
て
、
避
難

所
へ
入
る
際
の
判
定
確
認
が
必
要

と
思
う
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

総
務
部
長　

避
難
所
開
設
す
る
場

合
は
、
緊
急
を
要
す
る
の
で
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
等
に
よ
る
確
認
は
現
時

点
で
は
困
難
で
あ
り
、「
感
染
症

等
に
対
応
し
た
避
難
所
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
に
示
し
て
い
る
検
温
と

健
康
状
態
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ

る
確
認
を
行
う
。

再
質
問　

入
所
時
の
確
認
は
難
し

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
入
所
後
に

で
も
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

答
弁　

今
後
、「
感
染
症
等
に
対

応
し
た
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

個人質問

個人質問

浅
沼 

美
弥
子
議
員

山
田 

喜
代
子
議
員

問
草
刈
り
条
例
を
制
定
し
て
は

問
タ
ク
シ
ー
券
を
増
や
し
安
心
の
通
院
を

答
内
容
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
検
討
す
る

答
タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
状
況
を
検
証
す
る

個人質問

伊
藤 
真
一
議
員

問
国
保
税
の
引
き
下
げ
の
考
え
は
な
い
か

答
県
内
の
水
準
状
況
を
注
視
し
て
い
く

苦情が多い空き地の雑草苦情が多い空き地の雑草

国保税を引き下げて安心して受診

福祉タクシーに乗って
安心して病院に通う

標高11ｍの利根川堤防から
標高4.5ｍの小林地区を遠望する
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質
問　

団
塊
の
世
代
が
80
歳
と
な

る
２
０
３
０
年
に
は
、
高
齢
者
の

貧
困
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
低
所
得
者
向

け
の
住
宅
が
少
な
い
印
西
市
は
、

こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
の
安
心
に
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

都
市
建
設
部
長　

高
齢
者
な
ど
の

入
居
を
拒
ま
な
い
賃
貸
住
宅
の
登

録
制
度
が
創
設
さ
れ
る
な
ど
、
国

の
「
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
事

業
」
に
よ
り
強
化
さ
れ
て
お
り
、

情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る
。

再
質
問　

福
祉
部
局
で
は
「
住
宅

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
事
業
」
を
研

究
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

福
祉
部
長　

研
究
実
績
は
な
い
。

再
質
問　

住
宅
部
局
と
福
祉
部
局

で
情
報
は
共
有
さ
れ
て
い
る
か
。

都
市
建
設
部
長　

住
生
活
基
本
計

画
策
定
に
あ
た
っ
て
、
関
係
各
課

で
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

再
質
問　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
貯

蓄
が
少
な
く
子
か
ら
の
支
援
も
望

め
な
い
高
齢
者
世
帯
は
少
な
く
な

い
。
平
均
的
な
年
金
額
の
高
齢
者

夫
婦
で
も
、
ど
ち
ら
か
が
亡
く
な

る
と
、
そ
れ
ま
で
の
家
賃
が
相
対

的
に
高
額
に
な
り
、
市
外
の
家
賃

の
安
い
物
件
に
転
居
す
る
し
か
な

く
な
る
。
基
本
構
想
で
「
ず
っ
と 

こ
の
ま
ち　

い
ん
ざ
い
で
」
と
掲

げ
て
も
、
市
内
に
は
住
め
る
家
が

な
い
。

福
祉
部
長　

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

再
質
問　

住
宅
部
局
は
情
報
収
集

に
と
ど
ま
ら
ず
具
体
的
に
進
め
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

都
市
建
設
部
長　

賃
貸
住
宅
の
状

況
把
握
や
制
度
の
周
知
に
努
め
る
。

質
問
１　

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
ル
ー

ト
再
編
と
改
善
に
つ
い
て
。
印
西

市
は
急
激
に
大
き
く
変
化
を
続
け

て
お
り
、
市
民
が
住
み
よ
い
市
を

創
っ
て
い
く
た
め
に
は
市
の
変
化

に
対
応
し
た
計
画
と
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。
以
前
か
ら
市
民

要
望
が
あ
る
①
内
野
地
区
南
側
・

北
総
花
の
丘
公
園
Ｅ
ゾ
ー
ン
入
口

間
の
南
環
状
線
か
ら
戸
神
台
・
武

西
学
園
台
を
通
り
中
央
駅
を
結
ぶ

ル
ー
ト
②
コ
ス
ト
コ
・
カ
イ
ン
ズ

等
の
あ
る
泉
野
地
区
を
通
る
ル
ー

ト
③
印
西
牧
の
原
駅
か
ら
牧
の
原

地
区
・
印
西
総
合
病
院
・
平
岡
自

質
問
１　

学
校
適
正
規
模
・
適
正

配
置
に
つ
い
て
。
10
月
21
日
開
催

の
印
西
市
学
校
適
正
配
置
審
議
会

に
お
い
て
は
、
船
穂
小
学
校
と
本

埜
中
学
校
の
２
校
に
つ
い
て
、
小

規
模
特
認
校
制
度
を
導
入
す
る
方

向
で
進
め
た
い
と
の
こ
と
か
。

教
育
部
長　

11
月
17
日
開
催
さ
れ

た
学
校
適
正
配
置
審
議
会
で
は
、

採
択
さ
れ
た
請
願
の
願
意
を
尊
重

し
、
船
穂
小
学
校
と
本
埜
中
学
校

に
小
規
模
特
認
校
制
度
を
導
入
す

る
方
向
で
意
見
が
ま
と
ま
っ
た
。

今
後
、
保
護
者
や
地
域
の
方
に
説

明
会
等
を
行
い
、
最
終
的
な
導
入

の
可
否
を
判
断
し
た
い
。

再
質
問　

令
和
４
年
度
の
現
時
点

で
の
入
学
予
定
人
数
は
。

答
弁　

船
穂
小
学
校
４
人
。
本
埜

中
学
校
３
人
で
あ
る
。

再
質
問　

令
和
４
年
度
の
船
穂
小

学
校
の
全
児
童
数
は
2９
人
。
本
埜

中
学
校
の
全
生
徒
数
は
22
人
と
な

る
が
。

答
弁　

学
校
適
正
配
置
審
議
会
で

然
公
園
を
結
ぶ
ル
ー
ト
の
設
定
は
。

ま
た
④
大
塚
３
丁
目
入
口
等
に
バ

ス
停
を
設
置
で
き
な
い
か
。

企
画
財
政
部
長　

各
エ
リ
ア
で
人

口
が
増
加
し
状
況
が
変
化
し
て
い

る
こ
と
を
鑑
み
、
ル
ー
ト
再
編
時

に
は
路
線
バ
ス
の
運
行
を
含
め
、

印
西
市
地
域
公
共
交
通
会
議
に
お

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
２　

位
置
が
わ
か
り
に
く
い

公
共
施
設
の
名
称
、
類
似
し
て
間

違
え
や
す
い
施
設
名
称
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
弁　

公
共
施
設
適
正
配
置
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
集
約
化
を
進
め

る
施
設
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
名

称
に
大
字
等
の
地
名
を
入
れ
る
な

ど
、
市
全
体
の
公
共
施
設
の
配
置

等
を
考
慮
し
た
分
か
り
や
す
い
名

称
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
策
定

中
の
公
共
施
設
整
備
基
本
方
針
に

お
い
て
、
施
設
の
利
用
目
的
に
応

じ
た
名
称
の
統
一
な
ど
、
分
か
り

や
す
い
施
設
名
と
す
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
。

は
、
意
見
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

再
質
問　

小
規
模
特
認
校
の
学
区

か
ら
隣
接
す
る
他
校
へ
学
区
外
就

学
を
希
望
し
た
場
合
、
学
区
外
就

学
が
認
め
ら
れ
る
か
。

教
育
長　

過
小
規
模
校
へ
の
不
安

を
理
由
に
し
た
学
区
外
就
学
は
、

小
規
模
特
認
校
制
度
の
導
入
に
関

わ
り
な
く
弾
力
的
に
認
め
て
い
く
。

質
問
２　

旧
永
治
小
学
校
の
跡
地

利
用
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

福
祉
部
長　

高
齢
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
活
用
に
決
定
し

た
。
そ
し
て
、
令
和
５
年
10
月
の

供
用
開
始
予
定
で
あ
る
。

個人質問

増
田 

葉
子
議
員

問
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
構
築
せ
よ

答
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る

質
問　
「
市
制
施
行
20
周
年
花
火

大
会
中
止
」
に
係
る
裁
判
に
要
す

る
費
用
の
総
額
は
。

総
務
部
長　

現
在
ま
で
に
１
７
７

８
万
円
ほ
ど
で
、
内
訳
と
し
て
、

応
訴
分
１
５
５
万
円
、
反
訴
分
１

０
９
万
円
、
判
決
で
の
支
払
命
令

額
１
４
７
５
万
円
ほ
ど
支
出
し
て

い
る
。
な
お
、
代
理
人
の
委
任
事

務
分
の
支
払
が
残
っ
て
い
る
。

再
質
問　

委
任
事
務
と
は
。

答
弁　

訴
訟
費
用
額
確
定
処
分
に

係
る
事
務
で
、
あ
と
一
、
二
月
中

に
終
了
を
見
込
ん
で
い
る
。

再
質
問　
「
花
火
大
会
総
括
」
を

議
員
に
配
布
で
終
結
か
。

答
弁　

こ
の
「
総
括
」
は
、
今
後

の
市
の
取
組
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
委
託
業
務
の
発
注
者

と
し
て
の
心
構
え
、
契
約
書
及
び

証
書
の
改
善
並
び
に
委
託
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
等
に
つ
い
て
、
取
り

組
ん
で
い
く
。

再
質
問　

委
託
業
務
を「
丸
投
げ
」 

す
る
体
質
が
問
題
だ
と
考
え
る
が
、 

今
後
改
め
て
い
く
決
意
を
。

答
弁　

市
役
所
全
業
務
に
通
じ
る

も
の
で
、
教
訓
と
し
て
今
後
に
結

び
つ
け
て
い
き
た
い
。

再
質
問　

特
別
委
員
会
を
設
置
し

報
告
書
を
執
行
部
へ
提
示
は
し
た

が
、
そ
の
後
応
訴
議
案
を
可
決
し

た
議
会
側
に
も
問
題
が
あ
っ
た
。

大
会
中
止
か
ら
判
決
ま
で
で
市
長

が
考
え
た
こ
と
は
。

市
長　

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
あ

り
、
問
題
点
を
真
摯
に
受
け
止
め

反
省
し
、
こ
れ
を
教
訓
と
し
市
民

福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

個人質問

個人質問

松
尾 

榮
子
議
員

板
橋 

睦
議
員

問
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
ル
ー
ト
改
善
は

問
過
小
規
模
校
か
ら
の
学
区
外
就
学
は

答
地
域
公
共
交
通
会
議
で
検
討
す
る

答
弾
力
的
に
認
め
て
い
く

個人質問

金
丸 
和
史
議
員

問
花
火
大
会
中
止
の
結
果
責
任
は

答
三
役
の
給
与
の
１
割
カ
ッ
ト

市役所を発着する「ふれあいバス」

空き家があるのに住めない

この「総括」に
つきましては、現在、
印西市ホームページに
掲載中

なかよく登校する児童

個
人
質
問

個
人
質
問
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令和４年第１回定例会で予定されている一般質問は、
２月９日（水）以降、ホームページに掲載します。

質
問　

ス
ポ
ー
ツ
等
を
行
う
サ 

ー
ク
ル
団
体
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸
し

出
し
の
現
状
は
。

環
境
経
済
部
長　

市
で
は
、
市
が

主
催
、
共
催
、
後
援
又
は
協
賛
す

る
行
事
、
市
民
が
主
催
し
、
か
つ

営
利
を
目
的
と
し
な
い
行
事
に
対

し
、
無
料
で
貸
し
出
し
を
行 

っ

て
い
る
。

再
質
問　

普
段
練
習
時
の
貸
出
は
。

答
弁　

現
在
の
貸
出
要
網
に
基
づ

き
貸
し
出
し
が
出
来
る
も
の
と
考

え
る
。

再
質
問　

サ
ー
ク
ル
団
体
と
し
て

は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
必
要
性
は
認
識
し

て
い
る
が
自
ら
購
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
、
ど
こ
か
で
貸
し

出
し
が
出
来
る
も
の
な
の
か
わ
か

ら
な
い
と
思
う
が
、
そ
れ
で
は
、

毎
回
練
習
の
度
に
貸
し
出
し
を
行

わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
か
。

答
弁　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
適
切
に
維
持
管

理
し
、
機
能
の
不
具
合
を
防
止
す

る
た
め
に
は
、
現
在
の
貸
出
要
綱

に
基
づ
き
貸
出
を
す
る
必
要
が
あ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

再
質
問　

ス
ポ
ー
ツ
等
を
行
っ
て

い
る
サ
ー
ク
ル
団
体
の
方
が
い
ざ

と
な
っ
た
と
き
の
使
用
方
法
に
つ

い
て
の
知
識
が
ま
だ
ま
だ
足
り
な

い
と
思
う
が
、
市
と
し
て
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

救
命
講
習
会
や
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

印
西
地
区
消
防
組
合
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
周
知
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
１　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
に
つ
い
て
。
国
で
は
５
歳

か
ら
11
歳
の
小
児
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
、
最
短
で
令
和
４

年
２
月
以
降
の
接
種
を
想
定
し
て

い
る
と
説
明
し
て
い
る
が
、
市
の

考
え
は
。

健
康
子
ど
も
部
長　

今
後
、
実
施

の
指
示
が
あ
っ
た
際
に
、
円
滑
に

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
む
よ
う
体
制

を
整
え
て
い
き
た
い
。

再
質
問　

国
で
は
学
校
で
の
集
団

接
種
は
、
実
施
方
法
に
課
題
が
あ

る
こ
と
か
ら
推
奨
す
る
も
の
で
は

な
い
と
し
て
い
る
が
、
印
西
市
で

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　

学
校
で
の
集
団
接
種
は
、

身
体
的
理
由
や
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

に
よ
っ
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
き
な

い
人
や
望
ま
な
い
人
も
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
こ
と
を
児
童
・
生
徒

や
保
護
者
に
対
し
理
解
を
求
め
る

こ
と
は
、
学
校
と
い
う
集
団
の
場

で
同
調
圧
力
を
生
み
易
く
、
実
施

は
困
難
と
判
断
す
る
こ
と
か
ら
、

質
問
１　

飼
料
用
米
に
転
換
す
る

と
一
俵
当
た
り
の
収
入
金
額
は
概

ね
ど
の
位
に
な
る
か
。

環
境
経
済
部
長　

初
年
度
が
一
俵

約
１
万
３
６
０
０
円
、
２
年
目
以

降
が
約
１
万
３
１
０
０
円
と
な
る
。

再
質
問　

令
和
４
年
の
飼
料
用
米

作
付
面
積
が
拡
大
し
て
も
、
補
助

額
は
継
続
と
な
る
の
か
。

答
弁　

国
と
市
は
変
更
な
い
が
、

県
は
減
額
と
な
る
予
定
だ
。

再
質
問　

荒
廃
農
地
対
策
は
。

答
弁　

農
地
中
間
管
理
事
業
で
農

地
の
貸
し
借
り
を
促
進
し
、
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
等
を
活

用
す
る
よ
う
周
知
し
て
い
る
。

再
質
問　

谷
津
田
沿
い
の
市
道
管

理
を
ど
う
す
る
の
か
。

都
市
建
設
部
長　

道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
や
市
民
か
ら
の
情
報
に
よ
り
状

況
に
応
じ
た
補
修
を
し
て
い
る
。

再
質
問　

印
旛
沼
二
期
事
業
実
施

区
域
内
の
市
道
管
理
は
。

答
弁　

工
事
に
伴
い
影
響
が
出
た

箇
所
や
破
損
箇
所
の
修
繕
を
行
う

希
望
す
る
保
護
者
が
医
療
機
関
に

申
し
込
む
方
式
を
考
え
た
い
。

質
問
２　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
つ
い
て
。
申
請
・
交
付
方
法
が

現
状
で
は
「
交
付
時
来
庁
方
式
」

と
な
っ
て
い
る
が
、
申
請
方
法
及

び
交
付
場
所
を
拡
充
す
る
こ
と
は

想
定
し
て
い
る
の
か
。

市
民
部
長　

申
請
方
法
は
、
他
に

「
申
請
時
来
庁
方
式
」
等
あ
り
、

他
自
治
体
の
状
況
を
調
査
し
、
交

付
促
進
に
向
け
検
討
し
て
い
る
。

再
質
問　

申
請
時
来
庁
方
式
は
実

施
し
て
ほ
し
い
。
出
張
申
請
は
。

答
弁　

現
時
点
で
は
予
定
は
な
い
。

よ
う
事
業
者
に
指
示
し
て
い
る
。

再
質
問　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
進

捗
状
況
は
。

市
長　

推
進
に
向
け
て
体
制
を
整

え
た
。
多
く
の
地
区
で
の
プ
ラ
ン

づ
く
り
を
働
き
か
け
て
い
く
。

質
問
２　

投
票
率
を
上
げ
る
に
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

商

業
施
設
で
啓
発
活
動
を
し
て
い
る
。

再
質
問　

期
日
前
投
票
の
移
動
投

票
所
の
検
討
を
す
べ
き
で
は
。

答
弁　

市
域
全
体
の
投
票
所
の
見

直
し
と
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

再
質
問　

今
後
の
選
挙
対
策
は
。

答
弁　

現
状
の
検
証
に
よ
り
投
票

し
や
す
い
環
境
整
備
に
努
め
る
。

個人質問

稲
葉 

健
議
員

問
サ
ー
ク
ル
活
動
時
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
貸
出
を

答
現
在
の
貸
出
要
網
に
基
づ
き
可
能
　

質
問
１　

通
学
路
で
あ
る
大
森
地

先
の
千
葉
竜
ケ
崎
線
は
、
千
葉
県

の
所
管
と
な
る
が
、
市
と
し
て
歩

道
整
備
の
可
能
性
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

都
市
建
設
部
長　

毎
年
、
要
望
し

て
い
る
。
歩
道
整
備
に
向
け
、
引

き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

再
質
問　

大
森
小
学
校
の
鹿
黒
南

及
び
鹿
黒
地
区
の
通
学
児
童
の
交

通
安
全
対
策
は
ど
う
か
。

教
育
長　

通
学
す
る
児
童
に
、
学

校
を
通
じ
て
、
登
下
校
時
の
安
全

に
つ
い
て
指
導
し
て
い
く
。

再
質
問　

将
来
的
に
危
険
な
通
学

路
に
歩
道
が
設
置
さ
れ
る
可
能
性

は
極
め
て
低
く
、
安
全
指
導
を
す

る
だ
け
で
よ
い
の
か
。
視
点
を
変

え
民
間
路
線
バ
ス
の
活
用
と
通
学

定
期
の
補
助
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
２　

行
政
改
革
の
実
施
に
あ

た
り
、
Ｂ
Ｐ
Ｒ
の
手
法
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お

い
て
、
業
務
処
理
の
迅
速
性
・
正

確
性
の
向
上
を
図
る
取
り
組
み
を

ど
う
進
め
る
の
か
。

総
務
部
長　

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
た
行
政
手
続
き
の
電
子

化
等
と
い
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活

用
と
併
せ
て
、
組
織
構
造
、
業
務

手
順
を
見
直
し
、
処
理
の
迅
速
性

・
正
確
性
の
確
保
に
努
め
た
い
。

再
質
問　

民
間
で
は
、
Ｂ
Ｐ
Ｒ
の

手
法
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
・
Ｈ
Ｒ

テ
ッ
ク
を
活
用
し
た
業
務
の
効
率

化
の
追
求
が
す
さ
ま
じ
い
。
民
間

に
負
け
な
い
視
点
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
弁　

調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
。

必
要
に
応
じ
取
り
入
れ
た
い
。

個人質問

個人質問

軍
司 

俊
紀
議
員

小
川 

利
彦
議
員

問
小
児
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
ど
う
す
る

問
印
西
市
の
農
業
施
策
と
は

答
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い

答
農
業
者
へ
の
支
援
給
付
を
検
討
中

個人質問

海
老
原 
作
一
議
員

問
路
線
バ
ス
を
活
用
し
、
定
期
代
補
助
を

答
検
討
し
て
い
き
た
い

ワクチン接種で感染発症予防へ

ＡＥＤ貸し出しには申請が必要

対策を必要とする荒廃地

通学路の危険箇所を走る路線バス

個
人
質
問

個
人
質
問
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質
問
１　

障
が
い
者
の
雇
用
率
は

何
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長　

障
が
い
者
雇
用
に
つ

い
て
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
令
和

６
年
度
ま
で
を
期
間
と
し
て
定
め

た
「
印
西
市
障
が
い
者
活
躍
推
進

計
画
」
に
お
い
て
、
継
続
し
て
法

定
雇
用
率
を
達
成
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
。

再
質
問　

法
定
雇
用
率
は
最
低
の

数
字
で
あ
り
、
目
標
と
し
て
は
低

す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

雇
用
率
の
設
定
は
、
障
が

い
者
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
等
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体

の
業
績
を
踏
ま
え
、
設
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
障
が
い
の
あ
る

方
が
職
業
を
通
じ
て
社
会
参
加
が

で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
法
定
雇

用
率
の
遵
守
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

質
問
２　

配
属
先
は
す
べ
て
の
課

が
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長　

個
々
の
配
属
先
に
つ

い
て
は
、
本
人
の
希
望
や
さ
ま
ざ

ま
な
状
況
を
配
慮
し
て
、
配
属
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

再
質
問　

障
が
い
者（
車
い
す
等
）

の
方
が
働
け
る
広
さ
等
の
配
慮
が

な
さ
れ
て
い
る
課
が
ど
こ
に
も
な

い
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　

個
々
の
配
属
先
に
つ
い
て

は
、
本
人
の
希
望
や
さ
ま
ざ
ま
な

状
況
を
配
慮
し
て
配
属
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

個人質問

梶
原 

友
雄
議
員

問
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て

答
法
定
雇
用
率
の
達
成
が
目
標
で
あ
る

各
常
任
委
員
会
の
審
査

どこでも働けるように

質
問
１　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望

し
な
い
方
へ
の
差
別
的
扱
い
の
防

止
に
関
す
る
市
の
見
解
は
。

健
康
子
ど
も
部
長　

接
種
は
強
制

で
な
く
本
人
の
意
思
に
基
づ
く
と

認
識
し
て
い
る
。

再
質
問　

接
種
を
希
望
し
な
い
子

ど
も
へ
の
い
じ
め
防
止
対
策
は
。

教
育
長　

接
種
し
た
か
無
理
に
聞

か
な
い
、
接
種
を
無
理
強
い
し
な

い
、
接
種
を
理
由
と
し
た
仲
間
外

れ
や
い
じ
め
は
絶
対
に
し
な
い
な

ど
、
児
童
生
徒
に
指
導
し
、
差
別
、

い
じ
め
防
止
に
努
め
て
い
る
。

質
問
２　

す
べ
て
の
児
童
・
生
徒

が
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
ら
れ

る
環
境
の
整
備
に
関
し
、
通
信
設

備
を
貸
し
出
し
、
保
護
者
側
で
設

置
・
利
用
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

貸
し
出
し
た
通
信
設
備

は
家
庭
で
コ
ン
セ
ン
ト
に
接
続
し
、

パ
ス
ワ
ー
ド
入
力
し
て
利
用
す
る
。

再
質
問　

保
護
者
側
で
設
置
が
必

要
な
児
童
数
と
利
用
数
は
。

答
弁　

令
和
３
年
５
月
の
調
査
で
、

家
庭
に
通
信
環
境
が
な
い
と
回
答

し
た
家
庭
１
６
３
件
す
べ
て
に
通

信
設
備
を
貸
し
出
し
て
い
る
。

再
質
問　

双
方
向
で
授
業
参
加
は
。

答
弁　

双
方
向
の
授
業
は
可
能
。

質
問
３　

グ
リ
ー
ン
化
の
推
進
に

つ
い
て
家
庭
用
太
陽
光
パ
ネ
ル
、

蓄
電
池
導
入
へ
の
支
援
拡
充
は
。

環
境
経
済
部
長　

こ
こ
数
年
、
年

度
途
中
で
予
算
額
に
達
し
、
申
請

受
付
終
了
し
て
い
る
。
千
葉
県
に

対
し
予
算
要
望
し
て
参
り
た
い
。

再
質
問　

補
助
対
象
の
拡
大
は
。

答
弁　

窓
の
断
熱
改
修
補
助
を
検

討
し
た
い
。

個人質問

藤
江 

研
一
議
員

問
児
童
生
徒
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
環
境
は

答
す
べ
て
の
家
庭
で
双
方
向
授
業
は
可
能モバイルWi-Fi ルーターにより

全家庭で双方向授業が可能に

る
の
か
。

　

災
害

が
発
生

す
る
危
険
性
の

高
い
区
域
と

は
、
当
該
条
例

で
引
用
し
て
い

る
政
令
第
29
条

の
９
で
新
た
に

６
種
類
示
さ
れ

て
い
る
。
現
在

市
内
で
該
当
す

る
も
の
は
、
急

傾
斜
地
崩
壊
危

険
区
域
、
土
砂

災
害
警
戒
区

域
、
洪
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
浸
水
想
定
区

域
の
３
種
と
な
る
。

【
議
案
第
８
号　

印
西
市
手

数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
】

【
内
容
】
長
期
優
良
住
宅
建

築
等
計
画
認
定
申
請
及
び
長

期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
変

更
認
定
申
請
に
対
す
る
審
査

の
手
数
料
の
額
を
改
め
る
。

　
提
案
理
由
に
、
認

定
手
続
の
合
理
化
が

図
ら
れ
る
と
あ
る
が
、
実
際

に
ど
の
よ
う
な
点
が
合
理
化

さ
れ
る
の
か
。

　

長
期
優
良
住
宅
の

認
定
は
、
共
同
住
宅

の
場
合
、
こ
れ
ま
で
各
住
戸

の
区
分
所
有
者
が
そ
れ
ぞ
れ

認
定
を
受
け
て
い
た
が
、
管

理
組
合
が
一
括
し
て
認
定
を

受
け
る
よ
う
に
変
更
さ
れ
、

手
続
の
合
理
化
が
図
ら
れ

る
。
ま
た
、
認
定
基
準
へ
の

適
合
性
の
確
認
審
査
が
法
令

審
査
の
対
象
と
な
り
、
住
宅

性
能
評
価
と
併
せ
て
審
査
で

き
る
よ
う
に
、
審
査
手
続
が

合
理
化
さ
れ
る
。

危
険
性
の
高
い
区
域
の

　
開
発
行
為
の
許
可
基
準
が
変
わ
る

【
議
案
第
７
号　

印
西
市
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行

為
等
の
許
可
の
基
準
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
】

【
内
容
】
市
街
化
調
整
区
域

に
お
け
る
開
発
等
を
認
め
る

建設経済常任委員会

洪水・土砂災害ハザードマップ（印西市ＨＰより）洪水・土砂災害ハザードマップ（印西市ＨＰより）

【審査結果】
番　号 件　　　　　　　　　　名 結　果

議案第７号 印西市都市計画法に基づく開発行為等の許可の基準に関する条例の一部を改正する条例の制定 可　決

議案第８号 印西市手数料条例の一部を改正する条例の制定 可　決

区
域
か
ら
災
害
が
発
生
す
る

危
険
性
の
高
い
区
域
を
除
外

す
る
。　

災
害
が
発
生
す
る

危
険
性
の
高
い
区
域

と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
と
こ
ろ
と
想
定
さ
れ
て
い

問

問

答

答

　印西市では、すべての議案を委員会に付託し審査することを原則としています。
　11月2９日と12月８日に総務企画常任委員会、12月９日に文教福祉常任委員会、12月10日に
建設経済常任委員会をそれぞれ開催しました。
　委員会で行われた議案に対する主な質疑及びその答弁の一部を掲載します。

各常任委員会の審査

個
人
質
問
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各
常
任
委
員
会
の
審
査

各
常
任
委
員
会
の
審
査

括
を
踏
ま
え
て
、
市
長
、
副

市
長
及
び
教
育
長
に
支
給
す

る
給
与
の
一
部
の
減
額
措
置

を
定
め
る
た
め
上
程
し
た
。

　
減
額
の
基
準
は
あ

る
の
か
。

　

特
別
職
の
給
与
の

減
額
措
置
に
つ
い
て

は
、
基
準
が
な
い
こ
と
か
ら
、

一
般
職
の
例
や
他
の
自
治
体

の
首
長
等
が
行
っ
た
量
定
の

資
料
で
判
断
さ
れ
た
。

【
議
案
第
５
号　

印
西
市
国

民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
】

【
内
容
】　
健
康
保
険
法
施
行

令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
の
公
布
に
伴
い
、
出
産
育

児
一
時
金
の
額
を
改
め
る
。

　
出
産
育
児
一
時
金

の
引
き
上
げ
に
つ
い

　
音
が
出
る
工
事
の

周
辺
へ
の
配
慮
は
。

　

音
の
出
る
工
事
は

学
校
の
休
み
期
間
中

や
休
日
を
予
定
し
て
い
る
。

　
エ
ア
コ
ン
を
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム

や
父
母
教
室
等
に
設
置
し
な

い
の
か
。

　

今
回
の
工
事
に
は

入
れ
る
こ
と
は
難
し

い
が
学
校
側
と
協
議
し
な
が

ら
必
要
に
応
じ
て
設
置
す
る
。

　
ネ
ッ
ト
環
境
は
10

ギ
ガ
ま
で
使
え
る
の

か
。

　

現
状
は
１
ギ
ガ
で

あ
る
。
改
修
工
事
と

は
別
に
今
後
は
状
況
を
み
て

検
討
し
て
い
く
。

【
議
案
第
14
号　

指
定
管
理

者
の
指
定
】

て
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
の
結
果
は
。
ま
た
、
ど

の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た
か
。

　

会
議
は
書
面
審
議

で
行
い
、
委
員
全
員

が
賛
成
。
日
本
は
少
子
高
齢

化
が
急
ピ
ッ
チ
に
進
ん
で
お

り
、
国
が
正
面
に
出
て
若
者

の
支
援
を
推
し
進
め
る
べ
き

だ
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

【
議
案
第
15
号　

指
定
管
理

者
の
指
定
】

【
内
容
】
印
旛
医
科
器
械
歴

史
資
料
館
の
管
理
及
び
運
営

を
平
成
1９
年
４
月
１
日
の
設

置
当
初
か
ら
現
在
ま
で
指
定

管
理
者
と
し
て
管
理
、
運
営

を
行
っ
て
い
る
日
本
医
科
器

械
資
料
保
存
会
に
指
定
す

る
。

　
利
用
者
が
少
な
い

こ
と
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　

実
証
実
験
と
し

て
、
土
曜
日
の
開
館

を
協
議
し
て
い
る
。

【
内
容
】
高
齢
者
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
を

公
益
社
団
法
人
印
西
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
再
指

定
。
指
定
期
間
は
令
和
４
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
９

月
３0
日
ま
で
。

　
軽
作
業
や
除
草
の

他
に
、
事
務
、
パ
ソ

コ
ン
入
力
作
業
、経
理
事
務
、

英
語
の
翻
訳
等
の
人
材
を
求

め
る
企
業
も
あ
る
。
そ
う
い

う
業
務
に
対
し
て
も
、
き
ち

ん
と
対
応
が
で
き
る
よ
う
な

指
定
先
を
選
ぶ
べ
き
な
の
で

は
な
い
か
。

　

こ
れ
か
ら
も
い
ろ

い
ろ
な
ニ
ー
ズ
が

上
が
っ
て
く
る
と
予
想
さ
れ

る
の
で
、
随
時
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
は
情
報
交
換

を
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
方

向
に
高
齢
者
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
が
向
か
っ
て
い
く
よ
う

な
形
で
事
業
が
運
営
で
き
る

よ
う
、
市
と
し
て
も
努
め
て

い
き
た
い
。

国
民
健
康
保
険

　
　
出
産
育
児
一
時
金
の
引
き
上
げ

原
山
中
学
校
校
舎
改
修
工
事

請
負
契
約
の
締
結

【
議
案
第
１
号　

特
別
職
の

職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制

定
】

【
内
容
】
特
別
職
の
職
員
で

常
勤
の
も
の
の
給
与
の
減
額

に
関
し
特
例
事
項
を
定
め
る
。

　

市
長
が
三
カ
月
、

副
市
長
、
教
育
長
が

一
カ
月
の
減
額
を
行
う
理
由

は
。

　

市
制
施
行
20
周
年

記
念
花
火
大
会
の
総

【
議
案
第
12
号　

工
事
請
負

契
約
の
締
結
】

【
内
容
】
原
山
中
学
校
改
修

工
事
請
負
契
約
を
古
谷
建
設

株
式
会
社
と
５
億
９
９
５
０

万
円
で
締
結
。
工
期
は
令
和

５
年
２
月
28
日
ま
で
。

総務企画常任委員会文教福祉常任委員会

問

問

問

問問

問

問問

答

答

答答

答

答

答答

印西市国民健康保険の出産育児印西市国民健康保険の出産育児
一時金が引き上げになります一時金が引き上げになります改修工事が予定されている原山中学校改修工事が予定されている原山中学校

【審査結果】
番　号 件　　　　　　　　　　名 結果

議案第１号 特別職の職員で常勤のものの給与の特例に関する条例の制定 可決

議案第２号 印西市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決

議案第３号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決

議案第４号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決

議案第５号 印西市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定 可決

議案第15号 指定管理者の指定（印旛医科器械歴史資料館） 可決

【審査結果】
番　号 件　　　　　　　　　　名 結果

議案第６号 印西市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例の制定 可決

議案第９号 印西市就学指導委員会条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第12号 工事請負契約の締結（原山中学校改修工事） 可決
議案第1３号 財産の取得（教育用パソコン及びソフトウェアライセンス） 可決
議案第14号 指定管理者の指定（高齢者就労支援センター） 可決
議案第16号 指定管理者の指定（小林子育て支援センター、小林学童クラブ、小林第２学童クラブ） 可決
議案第17号 指定管理者の指定（木下学童クラブ、大森学童クラブ） 可決
議案第18号 指定管理者の指定（原山学童クラブ、高花学童クラブ、内野学童クラブ、内野第２学童クラブ） 可決
議案第1９号 工事請負契約の締結（原小学校校舎増築工事） 可決
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【
特
集
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
接
種
に
む
け
て

【
特
集
】
市
議
会
議
員
が
長
期
欠
席
し
た
場
合
の
議
員
報
酬

　平成27年３月18日制定した「印西市議員報酬等の特例に関する条例」により、印西市議
会議員が疾病その他の事由により長期間にわたり議員としての職責を果たすことができな
いとき、又は住民の信頼に反する行為をしたときに、当該議員の議員報酬及び期末手当の
支給について減額、又は停止する特例を定めました。
　主な事項を下記に記載します。詳細は市のホームページから条例を参照してください。

３．議員報酬・期末手当の不支給
　議員報酬の支給を停止され、当該刑事事件に係る有罪判決が確定したときは、停止
されていた議員報酬は、支給されません。そして、刑の執行として刑事施設に収容さ
れたときは、その処分が終了するまで支給されません。また、期末手当支給に係る基
準日のそれぞれ前６月以内の期間に、議員報酬を支給しない月があるときは、当該期
末手当は、支給されません。

２．議員報酬の停止
　議員が、刑事事件の被疑者又は被告人として逮捕、勾留その他、その身体を拘束さ
れる処分を受けたときは、その日から当該処分を解かれる日まで日割により議員報酬
の支給を停止します。

１．議員報酬の減額
　議員が疾病等により、長期間休止したときの議員報酬の月額は、市議会の会議等を
欠席した日から市議会の会議等に出席した日の前日までの議員活動ができない期間に
応じて、次の表に定める割合を乗じて得た額とします。

議員活動ができない期間 割合
９0日を超え180日以下であるとき 100分の80
180日を超え３65日以下であるとき 100分の70

３65日を超えるとき 100分の60

印西市議会議員が長期欠席した場合印西市議会議員が長期欠席した場合
議員報酬はどうなる？議員報酬はどうなる？

新型コロナウイルスワクチン３回目接種３回目接種にむけて

【印西市における接種の概要】
●対象者：２回目ワクチン接種後、原則８カ月以上経過した方
●接種券の送付：２回目接種終了者に、接種から概ね８カ月後をめどに順次送付されます。
　※接種が完了している順に送付するため、年齢などによる優先順位は設定しません。
●接種場所：市内医療機関及び市集団接種会場（牧の原モア）などです。
●接種費用：無料（原則全額公費負担）です。

【モデルナ製ワクチンについて】
●従来は３回目の追加接種に使用す
るワクチンはファイザー製のみでし
たが、令和３年１２月１６日、厚生労
働省はモデルナ製も承認しました。
　これにより、１・２回目に職域接
種などでモデルナ製を接種した方
が３回目もモデルナ製を接種する
ことが可能になりました。
●本市でも、今後モ
デルナ製のワクチ
ン接種が可能な医
療機関等が決まっ
た際には公表され
る予定です。

【交互接種について】
●交互接種とは、２回目まで接種し
たワクチンと異なるワクチンを３
回目に接種することです。
●１・２回目にモデルナ製等を接種
した方が、３回目はファイザー製
を接種すること、１・２回目にファ
イザー製を接種した方が３回目に
モデルナ製等を接種することも可
能になります。

【接種に関するQ＆A】（厚生労働省ＨＰより）
Qなぜ、追加（３回目）接種が必要なのですか｡
Aワクチンには、高い発症予防効果がある一方、
感染予防効果や重症化予防効果が徐々に低
下すると示唆されています。このため感染
拡大防止及び重症化予防の観点から、初回
（１・２回目）接種をした方に対して追加接
種の機会提供が望ましいとされています。

Q初回（１・２回目）接種がまだ受けられてい
ません。追加（３回目）接種が開始されても、
初回接種は受けられますか。

A接種が受けられる期間は、令和４年９月30日
までです。この期間内であれば、初回接種
も受けられます。

Q追加（３回目）接種にはどのような副反応があ
りますか。２回目より重いのでしょうか。

Aファイザー製ワクチン及び武田 /モデルナ製
ワクチンいずれの場合も、２回目接種後と
比較して有害事象の発生傾向は概ね同様と
確認されています。

Q追加（３回目）接種にはどのような効果があり
ますか。

A追加接種を行わなかった場合と比較して、感
染予防効果や重症化予防効果等を高める効
果があります。

注：令和３年1２月２０日時点での情報に、令和４年１月17日の政府方針を追加しました。

※上記以外の一般の方についても、３月以降は２回目接種後７カ月に短縮します。

▲３回目ワクチン接種予診票
【前倒し接種について】
「接種から概ね８カ月程度」について前倒しが行われます。
●対象者１：医療従事者等と高齢者施設の入所者、利用者、
　　　　　　従業員など
●接種間隔：２回目ワクチン接種後６カ月に短縮します。
●全国での対象者数：約1,47３万人です。
●対象者２：一般の高齢者
●接種間隔：２回目ワクチン接種後７カ月に短縮します。
　注：３月以降は、２回目ワクチン接種後６カ月に更に短縮します。
●全国での対象者数：約1,672万人です。

本号では編集委員６名がそれぞれの
視点で特集記事を作成！！

藤江

海老原
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コロナ対策農業者支援

印西市の農業支援への取り組み

　令和３年は稲作農家にとって、危機的な状況でした。新
型コロナウイルス感染症の影響による外食産業の需要減等
で米の消費量が減少したことなどから、主食用米の在庫が
急増し、春先から令和３年産米価の下落が予想されており
ました。そうした中で国、県、市及び集荷業者等で米の需
給調整を図るため、主食用米から飼料用米への作付転換を
促進しました。
　下表が令和３年度の飼料用米への助成金額の内容です。

　令和３年の農業収入が減少した農業者を支援するために、12月議会で市独自による「新型コ
ロナウイルス感染症対策農業者支援金」を令和４年度早々に給付するため、債務負担行為の補
正が行われました。
　この支援金は、新型コロナウイルス感染症の影響の長期化と令和３年産米価の下落等により、
農業収入が減少した農家などを対象に、令和４年４月中旬から給付申請受付の開始を予定して
います。詳しくは、広報いんざい４月号でお知らせする予定です。

稲作農家支援

単位　円/ 10a

飼料用米（主食用品種） 飼料用米（多収品種）
単収 9.5 俵の場合

国の助成金 95,800 101,300
県の助成金 6,000 10,000
市の助成金 20,000 7,500
合　　　計 121,800 118,800

　園芸農家向けの補助金として、認定農業者などを対象に、
パイプハウス等の施設整備や老朽化した園芸施設の改修整
備、また「スマート農業」を推進するための各種装置導入に
要する経費に対して、
県の補助金に市が補助
金を上乗せして支援し
ています。

園芸農家支援

伊藤

　近年、私の住んでいる周辺に雑草の生い
茂った土地が多くなった。
　田、畑、山林迄何十年も休耕したままに
なっているので、人が入れなくなっている
ほどに変わった。放っておけないところま
で近づいたと思われる。
　まず、「田」であるが、幼児から70年以上食べ続けて飽きたことのないお米を生産する
ところ。
　昔の人は田を大事にした。まず、３月になると耕作田の畔付けをした。家では、その時
分は種籾を10日ほど風呂水に浸す。そして、種蒔を苗代に蒔いて成長させる。
　ビニールのなかった時は籾殻を上に被せ、保温した。今は用水があるので４月には田植
えができるが…。
　50年以上前には入梅時の雨を便りとした。
　雨の少ない時は大変だった。川から水車を使ったり、バケツで川から水を入れて水田に
した。そして、田植えは農家では一大事であったので、田植えが終わると “ さなぶり ” と
言ってボタモチを近隣の家に配ったものである。
　その当時は農家住宅が８割の時代だったので、小、中学校では田植え休みが一週間あっ
た。また、９月には収穫の稲刈りとなるが、７月、８月は今のように除草剤、草刈機械が
なかったから、畔刈りと田の草刈りは少なくとも 2 回はやった。雑草には日数と時間を
惜しまずかけてきたので、雑草の繁茂することはなかった。
　時間を惜しまず昔の人は労働したが、肥料も良くなかった所為もあり、反当り５俵程度
の収穫だった。
　それでも収穫の秋には皆で秋祭りを盛大にやったものである。
　「畑」の件であるが、この辺は麦を多く耕作していた時代があった。冬場には何も解ら
ず麦踏みを良くやった。
　今になり思うと、霜柱で浮き上がったのを根付かせるためだったのだと思うが、茎が折
れないので不思議な植物だと思った。
　それと落花生、サツマイモ、野菜は何でも育ったと思う。
　また、畑は草との戦いだったので大変なので耕作する人が年々減ってしまった。野菜の
できる畑を大事にしたい。
　「山」であるが、以前は材木、小枝、杉の葉、松葉を薪や肥料にしたりで、冬になると
山掃除をしたのできれいだった。それにしても竹山がひどい。倒竹が何重にも折り重なっ
ているので入れないほどに荒れた状態。
　猪に変わってパンダが住みついてくれればよいのだが…。
　田、畑、山の荒廃し続ける理由もいろいろあると思うが、
今の状況を理解しているが放っておく訳にはゆかない気がす
る。外国から安い米が入る事等は永遠ではないと思う。
　何時、大災害が起きるか解らない。
　何千年も主食にしてきたお米の自給自足だけは忘れないで
守りたい。

農地の荒廃に想う 櫻井

昔つかった水田用の除草機

エッセイ
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旧残土条例
500㎡未満（届出不要） 500㎡以上3,000㎡未満（市許可） 3,000㎡以上（県許可）

平成22年度 ― 5 2
平成23年度 ― 3 3
平成24年度 ― 3 3
平成25年度 ― 1 1
平成26年度 ― 1 4
平成27年度 ― 0 1
平成28年度 ― 2 3
平成29年度 ―    1 ※ ―
合　　　計 ― 16 17

印西市は、県の残土条例の適用外の自治体として、市独自の条例を制定しました。

良
い
例

悪
い
例

◎前条例との比較（重要な点のみ明記）

印西市における土地の埋立て件数

●行為者に加え、土地所有者等の責務を明記　●土砂を運搬する事業者の責務の明確化
●許可事業の近隣住民の承諾を得る範囲を特定事業区域の周囲50ｍから300ｍ以内の世帯に拡大
●改良土、安全基準に適合しない土砂等の搬入埋立ての禁止：許可事業は県外からの土砂等による搬

入埋立て禁止
●罰則は懲役 2 年以下または罰金100万円以下となり、事業者や施行者のほか土地所有者も措置命令

や罰則の対象となる

　条例制定以前の８年間で、市及び県が許可した事業は33件ありました。
　平成29年４月１日条例施行以降、埋立て事業は市の許可に代わり、申請を厳格化したことで５年間で
許可した事業は３件でした。このように、条例制定の効果が顕著に表れていると考えられます。

※平成2９年度の１件は、申請が平成2８年度にあり
許可日が平成2９年４月になったもの

新残土条例（平成2９年４月１日施行）
200㎡以上500㎡未満

事前に市への届出が必要
500㎡以上　採取土砂のみ

事前協議のうえ市へ届出が必要
500㎡以上　建設発生土

事前協議のうえ市の許可が必要
平成29年度 11 1 ０
平成30年度 ４ ２ ０
令和元年度 11 0 ２
令和 2年度 18 1 ０
令和３年度 18 0 １
合　　　計 62 4 ３

令和４年１月31日現在

（単位：件）

（単位：件）

「空家等の適切な管理に関する条例」
  　　　　　 その後令和２年４月１日施行

「印西市土地の埋立て等による土壌の汚染
及び災害の発生の防止に関する条例（通称
残土条例）」　　　　　　　  　　 その後平成 29 年４月１日施行

追跡!!追跡!!

🆀空き家バンクへの登録件数は。
A空家の相談件数は、令和元年11月時点で47件、令和２年11月時点は20

件増えて67件です。
　このうち解決されたのは44件で、未解決は23件です。
　条例公布後に解決した件数は、６件です。
　なお相談があった空家について、空家バンクに登録され解決した事例

はありません。
🆀市の「特定空家」への対応は。
A市から通知しても改善が図られず、周辺に悪影響を及ぼしている管理

不全の空家については、適宜、調査を行い、特定空家等判定基準に基
づき判定し、印西市空家対策協議会で意見を伺ったうえで特定空家と
認定します。

　特定空家等と認定した空家は、空家等対策の推進に関する特別措置法
第 14 条の規定に基づく指導、勧告、命令等の措置を段階的に図ります。

経過　空き家の所有者が管理を放棄して、地域
の環境や防犯上の困りごととなっていることが
あります。印西市民から市に持ち込まれた「草
木の繁茂」「建築物の劣化」などの相談ごとは、
表のとおり７年間で76件ありました。市と所有
者の話し合いで59件は対応済みとなりました
が、17件は残ったまま未対応です。
　平成27年の「空家等対策の推進に関する特別措置法」全面施行以降、市においては「実態調査」を行
い「対策協議会」を組織して会議を開催し、「条例や規則」の制定から「空家バンク」の運用と空家放
置に対応できる制度を整えました。市の申し入れに関わらず放置された空家については、対策協議会で

「特定空家」の指定をすることができます。

その後【特定空家指定物件について段階的措置が進行中】
・「特定空家」に指定されたら、まずは市から、所有者等に対して改善を求める助言、指導がなされます。
・助言、指導によっても改善がなされないとき、行政は、一定の猶予期間をもうけて勧告を行います。
・勧告に従わなかった場合には、固定資産税の優遇措置が解除されます。そして、一定の猶予期間をも

うけて、改善措置命令が出されることになります。
・命令にも従わなかった場合、一定の履行期限ののちに、行政代執行法に基づいて、代執行の時期、見

積額などが通知されます。代執行日に、強制的に改善措置がされます。強制執行に要した費用は後か
ら徴収されます。

町内会役員から説明を受ける担当職員町内会役員から説明を受ける担当職員

家屋が樹木に隠れた状況の空家家屋が樹木に隠れた状況の空家

迷惑空家をなくしたい！

進捗状況

※特定空家とは　●そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態　●著しく衛生上有害となるおそ
れのある状態　●適切な管理が行われていないことにより著しく景観を損なっている状態　●その他周辺の生活環境の
保全を図るために放置することが不適切である状態　にあると認められる空家等をいう。

未対応の件数（平成27年度〜令和３年度）

件数
相談の内容

草木の繁茂 建築物の劣化等 その他
相 談 件 数 76 43 28 5
対 応 実 績 59 38 17 4
未対応の件数 17 5 11 1

玉木 柿原
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真
一

〃　
　
　

櫻
井　

正
夫

陳
　
情

第
３
―
８
号

▼
母
（
毛
嘉
萍
）
が
中
国
で
不
法
に
逮
捕
さ
れ
て
い
る

件
に
関
す
る
要
望　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
議
員
配
布
〉

第
３
―
９
号

▼
「
国
に
お
け
る
２
０
２
２
年
度
教
育
予
算
拡
充
に
関

す
る
意
見
書
」
採
択
に
関
す
る
陳
情
書　
〈
議
員
配
布
〉

第
３
―
10
号

▼
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意

見
書
」
採
択
に
関
す
る
陳
情
書　
　
　
　
〈
議
員
配
布
〉

令和３年第４回定例会 議案と審議結果一覧

番 号 件　　　　　名

議
決
結
果

柿
原

健
一

梶
原

友
雄

藤
江

研
一

松
本
有
利
子

伊
藤

真
一

稲
葉

健

小
川
　
利
彦

米
井

重
行

櫻
井

正
夫

浅
沼
美
弥
子

岩
崎

成
子

海
老
原
作
一

近
藤

瑞
枝

藤
代

武
雄

増
田

葉
子

松
尾

榮
子

軍
司

俊
紀

金
丸

和
史

板
橋

睦

山
田
喜
代
子

玉
木

実

中
澤

俊
介

《 議　案 》　 （ 市長提出議案 ）

議案第１号 特別職の職員で常勤のものの給与
の特例に関する条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ―

議案第15号 指定管理者の指定（印旛医科器械
歴史資料館） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ―

議案第17号 指定管理者の指定（木下学童クラ
ブ、大森学童クラブ） 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ―

議案第18号
指定管理者の指定（原山学童クラ
ブ、高花学童クラブ、内野学童ク
ラブ、内野第２学童クラブ）

可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ―

※○＝賛成、×＝反対、退＝退席、欠＝欠席、除＝除斥（地方自治法の定めにより本人等が関係する議案の採決に加われません。）
　—＝その他　　※議長（中澤　俊介）は採決に加わりません。

令和３年第４回定例会 全会一致議案一覧
番 号 件　　　　　名

《 議　案 》　 （ 市長提出議案 ）

承認第１号 専決処分の承認を求めること（令和３年度印西市一般会計補正予算（第８号））

議案第２号 印西市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定

議案第３号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定

議案第４号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定

議案第５号 印西市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定

議案第６号 印西市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条
例の制定

議案第７号 印西市都市計画法に基づく開発行為等の許可の基準に関する条例の一部を改正する条例の制定

議案第８号 印西市手数料条例の一部を改正する条例の制定

議案第９号 印西市就学指導委員会条例の一部を改正する条例の制定

議案第10号 令和３年度印西市一般会計補正予算（第９号）

議案第11号 令和３年度印西市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

議案第12号 工事請負契約の締結（原山中学校改修工事）

議案第1３号 財産の取得（教育用パソコン及びソフトウェアライセンス）

議案第14号 指定管理者の指定（高齢者就労支援センター）

議案第16号 指定管理者の指定（小林子育て支援センター、小林学童クラブ、小林第２学童クラブ）

議案第1９号 工事請負契約の締結（原小学校校舎増築工事）

議案第20号 令和３年度印西市一般会計補正予算（第１０号）

《 発　委 》　 （ 委員会提出議案 ）

発委第１号 印西市議会会議規則の一部を改正する規則の制定
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県
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印
西
市
大
森
２
３
６
４-

２　
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　
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city.inzai.chiba.jp

■
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
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Ｔ
Ｅ
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０
４
７
６（
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）４
６
１
４　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
４
７
６（
42
）５
２
９
９　
　
　
　

発
行
日
／
令
和
４
年
２
月
15
日

１
９
９

No.

い
ん
ざ
い

議
会
だ
よ
り 市

民
の
声

『
市
民
と
政
治
』

　
西
の
原
中
学
校

３
年　
湯ゆ

か
わ川　

未み
く来

　

私
た
ち
の
住
む
印
西

市
は
２
０
１
８
年
に
人

口
が
十
万
人
を
超
え
、

色
々
な
施
設
が
で
き
、

大
き
な
建
物
が
立
ち
並

び
、
最
近
で
は
Ｔ
Ｖ
番

組
で
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、

大
き
な
発
展
を
遂
げ
て

い
ま
す
。
今
年
10
月
か

ら
は
、
長
年
の
問
題
と

な
っ
て
い
た
北
総
線
の

普
通
運
賃
、
通
勤
定
期

運
賃
、
通
学
定
期
運
賃

も
大
幅
に
引
き
下
げ
ら

れ
る
そ
う
で
す
。

　

印
西
市
の
良
い
と
こ

ろ
は
、
子
育
て
世
代
や

高
齢
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト

や
補
助
金
が
多
い
と
こ
ろ

な
ど
、
生
活
の
支
援
が
手

厚
い
と
こ
ろ
だ
と
私
は
思

い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
印
西
市
は
住
み

よ
い
ま
ち
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
い
つ
ま
で
も
こ

の
ま
ま
の
状
態
で
市
が
さ

ら
に
発
展
し
て
い
く
か
と

い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い

と
私
は
思
い
ま
す
。

　

私
が
日
々
の
生
活
の
中

で
、
印
西
市
に
つ
い
て
の

情
報
や
現
状
に
つ
い
て
耳

に
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
。
私
の
周
り
の

人
達
か
ら
は
、
さ
ら
な
る

発
展
を
願
う
声
も
聞
こ
え

て
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
現

状
に
満
足
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
の
ま
ま
だ
と

声
を
発
す
る
人
達
の
意
見

だ
け
が
尊
重
さ
れ
実
行
さ

れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。
私
達
は

自
分
の
意
見
を
吸
い
上
げ

て
く
れ
る
議
会
を
も
っ
と

身
近
に
感
じ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
議
会
と
市
民
の
距
離

が
近
く
な
れ
ば
、
市
民
の

意
見
が
議
会
に
反
映
さ
れ
、

印
西
市
の
暮
ら
し
が
更
に

豊
か
に
な
る
で
し
ょ
う
。

北
総
線
の
運
賃
の
引
き
下

げ
や
、
弱
者
へ
の
手
厚
い

支
援
は
こ
れ
ま
で
議
会
で

た
く
さ
ん
の
議
員
さ
ん
た

ち
が
話
し
合
っ
た
結
果
で

す
。
印
西
市
の
政
治
が
、

市
民
と
一
緒
に
築
き
上
げ

る
も
の
で
あ
る
た
め
に
、

私
達
も
声
を
上
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
の
印
西
市
の
あ
り
方

を
ど
う
思
う
の
か
、
一
人

ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
意
見

を
も
っ
て
い
る
は
ず
で

す
。
お
互
い
に
協
力
し
合

う
に
は
、
議
会
側
も
、
市

民
側
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
印
西
市
が

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
よ
い
ま

ち
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を

願
い
ま
す
。

【印西市議会事務局】
☎ 0476（33）4614

日 月 火 水 木 金 土
2/6 2/7 2/8 2/9

議会運営
委員会

2/10 2/11
建国
記念の日

2/12

2/13 2/14 2/15 2/16

本会議
（議案上程）

2/17
本会議

（会派代表質問）

2/18
本会議

（会派代表質問）

2/19

2/20 2/21

本会議
（個人質問）

2/22
本会議
（個人質問）

2/23
天皇
誕生日

2/24

本会議
（個人質問）

2/25
本会議
（個人質問）

2/26

2/27 2/28

予算審査
常任委員会

3/1
予算審査
常任委員会

3/2
予算審査
常任委員会

3/3
予算審査
常任委員会

3/4
予算審査
常任委員会

3/5

3/6 3/7
総務企画
常任委員会

3/8
文教福祉
常任委員会

3/9
建設経済
常任委員会

3/10

本会議
（議案の採決）

3/11 3/12

3/13 3/14 3/15 3/16
議会運営
委員会

正副委員長会議

3/17

本会議
（議案の採決）

3/18 3/19

　第１回定例会は、２月
16日（水）から３月17日（木）
までの会期予定です。
　新型コロナウイルス感
染拡大の状況などにより、
予定が変更となる場合が
あります。
　また、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、
議会の傍聴についてはで
きる限りお控えいただく
ようお願いします。
　なお、インターネット
による本会議のライブ中
継及び委員会の録画中継
を配信しておりますので、
ご利用ください。
　詳細については、議会
事務局までお問い合わせ
ください。

第１回定例会　会期予定及び日程


